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１.はじめに 

 地球環境問題は、今日の環境教育において重要な学習テーマであり、学校教育においても重点を置い

て取り組むことが求められている。しかし、実際は社会科、理科、技術・家庭科が中心で、外国語（英

語）での実践報告はあまり見られない現状がある。中学校英語科は概ね週に４時間授業があり、英語科

において使用できる環境教育教材を開発することは環境・環境問題に対する生徒の関心や理解を培う上

で有意義なものであると考える。そこで本研究では、黄砂現象をきっかけにして砂漠化の問題について

学習する中学校英語科の環境教育教材の開発に取り組むことにした。 
２.研究方法 

 黄砂現象を導入として、砂漠化の原因について考え、砂漠化の現状を学んだ上で防止方法について考

えるという内容で教材を作成した。そして、作成した教材をもとに授業案を作成し、中学校で試行実践

の授業を行い、教材の実用性の評価に取り組んだ。（教材は７時間想定で作成したが、試行実践は３時

間で行った。） 
３.結果・考察 

 選択肢設問①、②、④の結果や授業中の

様子から、授業はわかりやすくて新たな知

識を学べるものであった。 
 教材については、選択肢設問③の結果な

どから、英語は難解であったがプリントの

活用などによって生徒の理解を深めるこ

とにつながった。ただし、中学校で使用す

るためには改善が必要である。 
 教材を用いた授業で、生徒に砂漠化を知

るきっかけを作ることはできた。また、生

徒に環境問題に関心を持たせ、自分にも関わる問題だということに気づかせることもできた。ただ、地

球環境まで考えさせるにはもう少し改善が必要である。 
４.まとめ 

 試行実践の結果をもとにして、中学校３年生の５月頃を想定して教材と授業案の改善を行った。 

○教材の改善点 

改善１：教材の内容を減らし、難しい表現を使用しない 

改善２：ストーリー展開を変更し、文章量を減らす 

 改善した教材を使用した英語の授業７回、総合的な学習の時間の授業４回を使った授業案を作成した。 

 本研究で作成した教材がきっかけとなり、中学校英語科での環境教育が充実したものになることを期

待する。 
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①今日の授業は楽しかった

②これまで知らなかったことを学ぶことができた

③資料の英語は簡単だった

④説明はわかりやすかった

⑤砂漠化の原因が分かった

⑥砂漠化は遠い世界の話だ

⑦環境を良くする活動に取り組んでみたい
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